
 

一般社団法人日本内科学会令和 2 年度第 1 回理事会議事録 

 

１．日 時  令和 2 年 5 月 21 日（木）14 時～16 時 

２．場 所  東京都文京区本郷 3 丁目 28 番 8 号 

       一般社団法人日本内科学会事務所会議室 

３．理事総数 20 名  出席した理事の数 16 名 

出席者 ［理事］ 

       矢冨 裕（理事長）、秋田弘俊、張替秀郎、黒川峰夫、南学正臣（副理事長）、駒津光久、下畑享良、 

長谷川好規（副理事長）、梶波康二、水野敏樹、三輪洋人、神田 隆、日浅陽一、筒井裕之、星野友昭、 

名越澄子の 16 名 

      ［監事］ 

       北園孝成、成田一衛、持田 智の 3 名 

［その他出席者］ 

竹内 勤（第 117 回講演会会長）、赤司浩一（第 118 回講演会会長）、稲垣暢也（第 119 回講演会会長）、 

草場仁志（第 118 回講演会準備委員長）、妹尾 浩（第 119 回講演会準備委員長）、 

横山彰仁（専門医制度審議会会長）、須永眞司（専門医部会会長）の 7 名 

欠席者 ［理事］ 

     金井隆典、森屋恭爾、横手幸太郎、西 愼一の 4 名 

［その他欠席者］ 

     川名明彦（日本内科学会雑誌編集主任）、大平弘正（Internal Medicine 編集主任）の 2 名 

４．議事の経過及び結果 

 矢冨 裕理事長が議長となり、次の 22 議案について逐次審議することとなった。今回は ZOOM Meeting という Web 会

議ソフトを利用して開催し、情報伝達の即時性と双方向性を確認した後、議事に入った。  

 第１議案 本年度の役員など定時総会決定事項の紹介  

 議長より、4 月 10 日（金）に開催された定時総会で承認された令和 2 年度理事・監事・委員等の報告があり、了承を得た。 

 第２議案 理事担当業務の確認 

 議長より、4 月 10 日（金）に開催された臨時理事会で承認された各理事の担当業務について確認があり、了承を得た。  

 第３議案 理事長から嘱託する専門委員等に関する件  

 議長より、前回理事会で選任した関係団体の本会代表委員、業務担当専門委員についての確認があり、了承を得た。また、

日本医療機能評価機構の評価委員会委員については、7 月より持田 智監事へ変更の予定との報告があり、了承を得た。 

第４議案 第 117 回講演会関係事項 

竹内第 117 回講演会会長より、新型コロナウイルス感染症の影響により会期が 8 月 7 日（金）から 9 日（日）へ変更とな

ったこととその準備状況について報告があり、了承を得た。また、4 月 12 日に開催された緊急シンポジウムに引き続いての

開催となる 2 回目の緊急シンポジウムのプログラム内容について報告があり、了承を得た。 

第５議案 第 118 回講演会関係事項 

赤司第 118 回講演会会長より、既に決定しているプログラムの紹介と開催の準備状況について報告があり、了承を得た。

また、第 48 回内科学の展望のプログラムの紹介と開催の準備状況について報告があり、了承を得た。  

第６議案 第 119 回講演会の開催地および会期などについて 

稲垣第 119 回講演会会長より、令和 4 年（2022）年 4 月 15 日（金）から 17 日（日）までの 3 日間、京都市の京都市勧

業館（みやこめっせ）、ロームシアター京都で開催する予定であるとの報告があり、了承を得た。また、プログラムについて

は今後の学術集会運営委員会にて検討していくとの報告があった。  

 第７議案 学術集会運営委員会関係事項 

 （１）会長が推薦する学術集会運営委員会委員選任の件 

議長より、稲垣第 119 回講演会会長から学術集会運営委員会規程第 3 条第 3 号による会長推薦委員の 6 名について、高

折晃史、舘田一博、田中良哉、藤本新平、南 博信、山田正信の推薦があったとの報告があり、原案通り選任された。ま

た、委員が少ない腎臓、神経の分野について宮崎真理子、下濱 俊を各々理事会推薦としたいとの説明があり、承認を得

た。 

 （２）本年度第 1 回委員会開催日 

  議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について調整して決定したいとの説明があり、了承を得た。 

 第８議案 学会在り方検討委員会関係事項 

 議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について調整して決定したいとの説明があり、了承を得た。 

 第９議案 専門医制度審議会関係事項 

（１）審議会関連報告 

横山審議会会長より、令和 3 年度の内科領域のシーリングついてとプログラムの審査状況、J-OSLER の登録状況、

COVID-19 における専門研修対応について報告があり、了承を得た。 

 



（２）本年度第 1 回委員会開催日 

横山審議会会長より、第 148 回審議会の開催日について調整して決定すること、第 52 回教育施設連絡会議については

Web 配信を予定していることの報告があり、了承を得た。 

 第１０議案 専門医部会関係事項 

須永専門医部会会長より、3 月以降の教育セミナーや部会の各ワーキンググループの活動については新型コロナウイルス

感染症の影響で当面中止の状況であること、第 117 回講演会の際に実施する予定であった CPC については講演を収録型に

切り替え実施するとの報告があり、了承を得た。 

 第１１議案 生涯教育委員会関係事項 

 （１）理事会推薦委員 8 名に関する件 

議長より、生涯教育委員会規程第 3 条第 3 号の理事会推薦委員の 8 名について、有馬 寛、猪阪善隆、相良博典、高山

哲治、千酌浩樹、中島亜矢子、迎  寛、山田祐一郎の推薦があり、原案通り選任された。 

 （２）本年度第 1 回委員会開催日 

  議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について調整して決定したいとの説明があり、了承を得た。 

 （３）生涯教育講演会の開催について 

  議長より、新型コロナウイルス感染症の影響で A、B、C の各セッションの第 1 回目を開催中止としたとの報告の後、 

各第 2 回目については開催の予定であるがその時の状況に応じて判断したいとの説明がり、了承を得た。 

 第１２議案 学術誌編集委員会関係事項 

 （１）日本内科学会雑誌編集委員会報告 

水野担当理事より、本年度の発行状況、今後の特集内容について報告があり、了承を得た。また、第 109 巻第 11 号の

特集のテーマを「COVID-19」として検討中の内容について報告があり、了承を得た。 

（２）Internal Medicine 編集委員会報告 

水野担当理事より、Internal Medicine の投稿状況、Impact Factor 推移について、2019 年度の Best Citation Award

と Outstanding Reviewers の各表彰について報告があり、了承を得た。また、消化管、肝胆膵、呼吸器の各分野で論文投

稿数が増えているため、同分野の編集委員を増員したい旨要望があり、承認を得た。 

第１３議案 総務委員会関係事項 

議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について報告があり、了承を得た。  

第１４議案 倫理委員会関係事項 

 議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について調整して決定したいとの説明があり、了承を得た。 

第１５議案 医療安全委員会関係事項 

議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について調整して決定したいとの説明があり、了承を得た。 

第１６議案 財務・組織管理委員会関係事項 

（１）評議員からの委員 2 名の選任 

 議長より、財務・組織管理委員会規程第 4 条第 1 項第 2 号の評議員からの委員 2 名について、大石展也、横尾 隆の推

薦があり、原案通り選任された。 

（２）本年度第 1 回委員会開催日 

 議長より、本年度第 1 回の委員会開催日について報告があり、了承を得た。 

第１７議案 支部関係事項 

議長より、本年度支部代表者会議の開催日について報告があり、了承を得た。  

第１８議案 新型コロナウイルス感染症に関連した各種対応について 

 （１）COVID-19 対策チームについて 

  長谷川委員長より、対策チームの設立主旨について説明の後、本会ホームページの COVID-19 の特設ページ、今後の活

動等について報告があり、了承を得た。 

 （２）各種対応について 

  議長より、中止となった講演会について報告の後、8 月以降の講演会等についてはその時々の状況を踏まえて適宜、ケ

ースバイケースで対応したいとの説明があり、了承を得た。 

第１９議案 日本専門医機構関係事項 

 事務局より、サブスペシャルティ領域の研修細則に関する協議の状況、総合診療専門医に関する協議の状況について報告

があり、了承を得た。 

第２０議案 新入会者の件 

 議長より、本年 3 月 19 日から本年 5 月 20 日までに 1,317 名の入会者があったとの報告があり、了承を得た。 

第２１議案 AI を利用した診断支援システムについて 

 自治医科大学の永井学長（元日本内科学会理事長）より、「診断困難例ケースサーチ：Jichi Case Map」の本会ホームペ

ージへの掲載の依頼に関連して、システムの説明とデモンストレーション、今後の展開等についてプレゼンテーションが行

われた。質疑応答の後、矢冨理事長から今回の依頼事項である①「診断困難例ケースリサーチ」の日本内科学会ホームペー

ジへの掲載、②今後の地方会症例報告の利用によるシステムの充実、③次世代 AI 開発の共同研究、④社会実装（今回開発

してケースマップを用いた診断支援システム開発）への展開の方向性について諮られ、協力していくことで承認を得た。そ

の際に日浅理事より地方会にいい症例を集められるような取り組みをされたらどうかとの意見があった。また、本件は既に



設置することが承認されている AI に関する委員会での対応を考えているが、その委員長を南学副理事長にお願いしたい提

案があり、承認を得た。 

第２２議案 その他 

議長より、今後の理事会等開催日程について説明・報告があり、了承を得た。 

 

以上により本日の議事を終了し、議長の閉会の挨拶のあと散会した。  

 

 

  令和 2 年 5 月 21 日 

 

一般社団法人日本内科学会理事会  議    長（理事長） 矢冨  裕 
 

 

 

                     議事録署名人（監 事） 北園 孝成 
 

 

 

                     議事録署名人（監 事） 成田 一衛 
 

 

 

                     議事録署名人（監 事） 持田  智 

 


